
区分 経費区分

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

ＩＴビジネスマッチング推進事業 新規 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H30 1 4,654 500 4,154

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H25 6 3,298 3,298 ○

県民衛星プロジェクト支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H27 4 72,636 36,318 36,318 ○

ふくい創業者育成プロジェクト事業 継続 政策的経費 人口減少に歯止めをかける徹底戦略 福井経済新戦略 ○ H27 4 8,945 8,945 ○

福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H28 3 3,584 1,792 1,792 ○

ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業補助金 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H29 2 50,102 25,051 25,051 ○

産学官連携ＡＩビジネス創業支援事業 新規 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H30 1 8,136 4,068 4,068

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催推進事業 拡充 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H29 2 4,633 2,316 2,317 ○

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業 新規 政策的経費 若者の熱意と行動力を結集 福井経済新戦略 ○ H30 1 2,850 2,850

福井しあわせ健康産業創出支援事業 継続 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H25 6 8,651 4,325 412 3,914 ○ △ 1,604

宇宙産業創出支援事業 拡充 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ ○ H28 3 9,787 4,893 4,894 ○

ロボット導入支援事業 新規 政策的経費 革新と創造で伸びゆく福井の企業 福井経済新戦略 ○ H30 1 5,666 2,833 2,833

6 9 1 182,942 81,596 912 100,434 2 5 1 △ 1,604

平成２９年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 新産業創出課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３０年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部

補助

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

課名

定額

　県内でＩｏＴの活用に関心のある企業 ［想定される受益者数］ 50社

事業実施方法

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点

事業主体

補助率

自 治 事 務

法 定 受 託 事 務

事 務
区 分

縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 整理統合 □ 廃止

□ 拡充 □

□ 継続 □ 休止

事業評価

ＩＴビジネスマッチング推進事業

補 助 金 H32

実行予算

そ の 他

［事業目的］

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

関連する県の計画等
ビジョン  〔

政　　策  〔

元気な産業

革新と創造で伸びゆく福井の企業
〔 〕福井経済新戦略

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

新産業創出課 西澤弘純

（公財）ふくい産業支援センター
事 業
区 分

市町との連携状況 なし

　ＩＴ企業リストの作成や展示会への共同出展をとおして県内のＩＴ企業の情報を広く周知することで、ＩｏＴ・ＡＩ・マルチメディア分野など「次世代ＩＴ」を活
用した県内中小企業の課題解決や新たな付加価値の創造、新ビジネスの創出を促進する。

（１）県外企業と県内企業とのビジネスマッチング（４，２８２千円）
　　　県外企業と県内企業とのビジネスマッチングの機会を提供することにより、県内企業の成長とＩｏＴ・ＡＩ技術の活用を含めたＩＴ産業の活性化を目指す。

（２）県内ＩＴ関連企業調査（３７２千円）
　　　県内ＩＴ関連企業の業務内容（事業内容、使用言語等）を調査し、ＩＴ企業とのビジネスマッチングの際の参考資料として活用する。

［受益者］

□ 完了

- 1 -



課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

(諸)

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

■ 無

□ 有

産業労働部区分

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度

H32

そ の 他

事業費 国庫 起債

経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名

その他

前年度までの
主な増減理由

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

補 助 金

当 初 予 算 額 の 推 移 4,654

区分 一般財源 国庫、その他財源の名称等

予算額

4,654 500 4,154 出展料企業負担金

西澤弘純課名 新産業創出課

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

活動指標
大規模展示会への県内企
業出展数

(10)

・大規模展示会（ＣＥＡＴＥＣ等）への自治体の共同出展は、東京都や
宮崎県で実績あり
・ＩＴ企業調査は、青森県で実施実績あり

事業名

（役割分担）

区　　　　　　分 ３０年度

成果指標
県外企業とのビジネス
マッチング数

(12)

事業実施方法 補助

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

新規

事 務
区 分

自 治 事 務 実行予算

実績等を踏まえた３０年度の変更点

目標・指標の考え方・積算根拠

展示会でのマッチング：１０社×１回
ＩＴ企業調査でのマッチング：２回

事 業
区 分

事業
開始
年度

ＩＴビジネスマッチング推進事業
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課長名

■ □ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　インターネットにおける通販・取引市場が拡大する中、ネット通販・取引サイトの制作指導等を行う「ネット通販・取引支援センター」（福井県産業情報センター
内）を通じ、県内事業者のインターネットを活用した販路拡大を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１）スキル伝授ワークショップの開校（１，１２７千円）
　　　　県内の学生、女性を対象に、各分野の専門家が専門分野についての「スキル伝授ワークショップ（講師と受講者が積極的に交流でき、受講者の持つスキルや
　　　　ビジネスプランを磨く場）」を開催
　　　　（内容）有効な集客策（広告、ＳＥＯ（検索エンジン最適化）対策）、リピーターの確保対策、ページの運用について（ページ制作、アクセス解析等）

（２）ネット通販の運営者との交流会の開催（１７千円）
　　　　（１）の受講者を中心に参加を呼びかけ、人材確保を必要としている県内のネット通販運営企業との交流会を開催

（３）ネット通販・取引に関する総合支援拠点「ネット通販・取引支援センター」の運営（２，１５４千円）
      ① ネット通販・取引サイト制作における個別相談、指導等
      ② ネット通販・取引に関する関連書籍やＤＶＤの貸出

［受益者］ 　県内のネット通販人材 ［想定される受益者数］ 300人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

　学生や女性、求職者を中心に、約３０名がセミナーやワーク
ショップに参加した。
　また、Ｈ２５年度に開設したネット通販・取引支援センターの利
用者は、例年増加しており、センターの存在が浸透している。

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

なし □ 完了

□ 拡充
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課長名

■ □ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

4,850 4,526 3,433 3,306

4,850 4,526 3,433 3,306

4,574 4,474 3,135

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(2) (2)

1

(200) (250) (300) (300)

234 206 203

■ 無

□ 有

Ｅビジネス・キャリアアップ支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H30

補助率

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

国庫、その他財源の名称等

予算額

3,298 3,298

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 3,298

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
参加者の関連分野への就
労人数

(2)
ワークショップへの参加人数見込２０人の１０％

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

Ｈ２５～２７年度で実施した専門家派遣事業（２０万円／社×１０社）を、Ｈ２８年度から、セミナー、ワークショップ開催事業に見直し

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
ネット通販取引支援セン
ター相談件数

(300) 福井県産業情報センターに設置するネット通販支援センター
における相談対応件数

平成２９年度は、全国で２０府県がネット通販支援事業を実施
（平成２９年６月の日本ネット経済新聞による）
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課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

県民衛星プロジェクト支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H32

事業主体 県、福井県民衛星技術研究組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　国が宇宙産業の市場拡大（今後１０年間で１．６倍の５兆円）を目指すなか、人工衛星の製造や運用、ソフトウェア開発などにおいて、優れた技術を有する県内企
業の参入の可能性が広がっている。そのため、福井企業のドリームチームによる「県民衛星」製造プロジェクトを支援し、県内企業の宇宙産業分野への進出を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

（１）県民衛星の開発・打上げを支援（７２，０００千円）
　　　①補助対象者　福井県民衛星技術研究組合
　　　②補助内容　　県民衛星の製造費、運用費を支援
　　　③補助率　　　２／３（県２／３、民間負担金１／３）

（２）技術研究組合運営費賦課金（６００千円）
　　　組合員負担金

（３）ふるさと納税募集経費（３６千円）
　　　工業技術センター現場見学会開催費（案内状、郵送費）

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５０企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

　県民衛星搭載予定ロケット（ＪＡＸＡ：イプシロンロケット）の
具体的なスケジュールが提示されないこと等が要因で、予定してい
た工程を遂行できなかった。

　衛星搭載の採択に向け、ＪＡＸＡや関係省庁（内閣府、
文部科学省、経済産業省）へ、積極的に要請を行う。

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

23,217 72,636

7,970 22,417 636

6,502 21,998

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(20) (35) (50)

11 25 43 51

□ 無

■ 有

県民衛星プロジェクト支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 県、福井県民衛星技術研究組合
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

72,636 36,318 36,318 地方創生推進交付金

2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 72,636

平成29年度に予定していた製造工程支援費について、平成30年度に持ち直し２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
宇宙分野へ参入する
県内団体数

(目標) (55)
宇宙産業創出研究会の参画企業数

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・平成28年度は、組合が行う、県民衛星の基本仕様設計を支援
・平成29年度から、詳細設計、衛星本体の製造に係る経費を予算に計上

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況 なし
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

　県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援すると
ともに、衛星から取得したデータについて防災監視分野や農業分野な
どへの活用や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよ
う教育に役立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標
(目標)

実績

・宇宙産業創出支援事業
・宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催推進事業
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ふくい創業者育成プロジェクト事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 30

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 人口減少に歯止めをかける徹底戦略

［事業目的］

　情報センタービル内のコワーキングスペース等を活用し、女性や若者、移住希望者などの創業を支援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

　県内の若者や女性、県外からのＵＩターン者などの創業予定者に対し、相談窓口を設置するなど創業に至るまでのサポート体制を整備
　（１）創業マネージャーの設置（４，０８１千円）
　　　産業情報センターのコワーキングスペースを創業支援の拠点と位置付け、県内創業者の経営相談等に対応する創業マネージャーを常設する。
　（２）先輩起業家等によるセミナー開催（８３０千円）
　　　①福井ビズカフェの開催　②創業塾の開催
　（３）女性向け創業セミナーの開催（１，６８６千円）
　　　①ミートアップスクエアの開催　②女性向けプチ創業塾の開催
　（４）「女性創業相談窓口」の設置（１，３５６千円）
　　　県内初の女性中小企業診断士が、女性特有の課題やワークライフバランスを重視した創業など、個別の相談に無料で対応する。
　（５）ピッチイベントの開催（９９２千円）
　　　成長発展志向の起業家と、ベンチャーを支援する機関とのマッチングの場をつくり、新たなビジネスパートナーとの出会いの場を創出する。

［受益者］ 県内での創業予定者等 ［想定される受益者数］ 相談窓口 ３００人　セミナー等受講者４００人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 ・相談窓口、セミナー開催等の広報

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

成果指標および活動指標について、目標を超えて達成している。
＜Ｈ２８実績＞
　・創業者数　　３９件　・相談件数　３９０件

＜Ｈ２９実績＞（２月末）
　・創業者数　　４７件　・相談件数　３９５件

なし

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 4 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

11,390 10,211 8,945

11,390 10,211 8,945

10,379 9,227

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(13) (13) (13)

20 39

(264) (264) (264)

318 390

□ 無

■ 有

②ビジネスステップアップ支援事業

ふくい創業者育成プロジェクト事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 (公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 30

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

8,945 8,945

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 8,945

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 創業に至った件数
(目標) (13) H24-26 産業支援センターによる創業支援件数　平均６件

当事業の実施により、２倍以上の増加を目標
実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

H28：福井企業家特別セミナーを廃止し、福井ビズカフェに一本化
H29：女性創業チャレンジ支援補助金廃止
　　 ピッチイベントの開催

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名 ①ふるさと企業育成ファンド

活動指標 相談件数
(目標) (264)

創業マネージャー、女性創業相談窓口での相談件数

実績

（役割分担）

①創業者への補助金（２／３、補助上限額２００万円）
②中小企業診断士等の専門家による総合相談窓口を設置し、創業、
　新事業展開等、県内企業からの相談に対応

・開業率とその全国順位【Ｈ28】
　石川県  4.1% 　34位
　富山県  3.5%　 41位
　福井県　3.4%　 42位
　厚生労働省「平成28年度雇用保険事業年報」
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課長名

■ ■ H28 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

□ 無

■ 有

福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　県内企業へのＩｏＴ・ＡＩ等導入を促進するため、セミナー、ワークショップの開催や専門家派遣による支援を行い、ＩｏＴ・ＡＩを活用した新ビジネスの創出を
図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

（１） 県内企業を対象としたセミナーの開催（６４８千円）

（２）ＩｏＴのプロジェクトチーム派遣によるアドバイスの実施（５社）（４２２千円）
　　　　プロジェクトチーム：県内ＩＴベンダ、県内大学研究者、産業支援機関など

（３）県内先進企業への現地視察会（６５７千円）
　　　　ＩｏＴを活用して効率化の成果を挙げている県内企業４社（製造業２社、商業・サービス業２社）への現地視察会

（４）ＩｏＴワークショップの開催（１，８５７千円）
　　　　ＩＶＩと連携し、自社にＩｏＴを導入する上での「課題」や「導入方法」を検討するワークショップを開催する。

［受益者］ 　県内でＩｏＴの活用に関心のある企業 ［想定される受益者数］ 300人

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名
・県内企業のスマート化促進事業
・ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業

（県内企業のスマート化促進事業）
・モデルプラン１本を作成、関連セミナーを２回開催
（ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業）
・ＩｏＴワークショップを１回開催

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

・モデルプラン１本を作成予定
・セミナーを２回開催予定

モデルプラン作成に代えて、県内先進企業への現地視察会
を実施する。

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H28 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

2,500 1,986

1,631 1,986

701

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(2) (2)

2 2

■ 無

□ 有

福井県ＩｏＴ推進ラボ運営事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

3,584 1,792 1,792 地方創生推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 3,584
・モデルプラン作成を廃止し、新たに県内先進企業への現地視察会を実施する。
・「ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業」において実施していたＩｏＴワークショップを本事業に
統合する。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 ＩｏＴの導入企業数
(目標) (20)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 セミナーの開催回数
(目標) (2)

ＩｏＴ・ＡＩに関するセミナー開催回数

実績

　ＩｏＴ導入に関するセミナーの開催や専門家派遣の実施は、全国的に
実施されている。

- 10 -



課長名

■ □ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業補助金

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2、2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　ＩｏＴ・ＡＩ等導入を支援し、中小企業の業務効率化による生産性向上および新たな付加価値の創造を促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

【ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業補助金】
  企業等の課題をＩｏＴ・ＡＩにより解決し、そのノウハウが県内企業等に波及することが期待できる事業に対して支援する。
　　①「身の丈ＩｏＴ」チャレンジ枠
　　　　補助率１／２、補助限度額１，０００千円（１０社程度）
　　②「つながる工場・店舗」ＩｏＴ活用実証枠
　　　　・２社連携　　　：補助率２／３、補助限度額２，０００千円（２グループ程度）
　　　　・３社以上の連携：補助率２／３、補助限度額３，０００千円（２グループ程度）
　　③ＡＩ等活用・先進型モデル枠
　　　　補助率１／２、補助限度額１０，０００千円（３社程度）

［受益者］ 　県内でＩｏＴの活用に関心のある企業 ［想定される受益者数］ 50社

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

・９/２９～１１/２　募集実施
・補助金説明会 １１０名参加
・１５件の申請のうち、１０件（１１社）を採択

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

　Ｈ２９年度は予算総額を超える申請があったため、Ｈ３
０年度は補助金総額を増額する。

□ 完了

□ 拡充
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課長名

■ □ H29 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

17,857

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(6)

11

(1)

1

■ 無

□ 有

ＩｏＴ・ＡＩ等導入促進事業補助金

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

補助率

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

国庫、その他財源の名称等

予算額

50,102 25,051 25,051 地方創生推進交付金

1/2、2/3 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 50,102

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 ２９年度は予算総額を超える申請があったため、３０年度は補助金総額を増額する。

成果指標 補助金採択企業数
(目標) (17)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 審査会実施回数
(目標) (1)

実績

ＩｏＴの導入による生産性向上への補助金支援は、他県でも多数実施
（例）石川県、富山県、岐阜県、滋賀県 等
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

産学官連携ＡＩビジネス創業支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　県内企業へのＩｏＴ・ＡＩ等の導入を支援し、業務効率化による生産性向上を図るとともに、ＩｏＴ・ＡＩ等を活用した新しいビジネスの創造を促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

◆ＡＩビジネスオープンラボ（仮称）の設置
　ＩｏＴやＡＩを活用した新たなビジネスの創出を促進するため、県と県内大学、民間ＩＴ企業とが一体となり、県産業情報センター内に「ＡＩビジネスオープンラ
ボ（仮称）」を設置する。ラボ内では、最新のＡＩソフトウェアやサービスロボット、ＶＲ機器等を使ったプログラムの開発体験ができ、最新のＡＩ関連の情報提供
や様々な活用の相談に対応する。

［受益者］ 　県内でＩｏＴの活用に関心のある企業、大学、産業支援機関等 ［想定される受益者数］ 100社

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

■ 無

□ 有

産学官連携ＡＩビジネス創業支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

8,136 4,068 4,068 地方創生推進交付金

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 8,136

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標 高付加価値化達成企業
(目標) (30)

ＩｏＴ・ＡＩ等を導入して、従来の業務の価値を高める企業を３年間で１００社創出

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 ラボ利用者数
(目標) (1,000)

実績

　岐阜県では、「ものづくり×ＩｏＴ」の拠点として、ＩｏＴ導入の相
談窓口や機器の体験ができる施設を整備しているが、ＡＩの体験が出来
る施設は全国でも例がない。
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金 H31

事業主体 県、ＩＳＴＳ福井大会地元事業実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

前事業の有無・実績 市町との連携状況 地元主催事業等を福井市と応分負担して実施

事業名

平成２９年　６月３～９日　第３１回宇宙技術および科学の国際シ
　　　　　　　　　　　　　ンポジウム愛媛・松山大会ブース出展
平成２９年　６月１９日　　第３２回宇宙技術および科学の国際シ
　　　　　　　　　　　　　ンポジウム（ＩＳＴＳ）福井大会企画
　　　　　　　　　　　　　準備委員会設立および第１回会議開催
平成２９年１１月１４日　　第２回企画準備委員会会議開催

　福井市と協力して受入態勢の整備、周知・広報、県民機
運の醸成を図るべく、地元事業を実施する。

■ 拡充 □ 縮減

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催推進事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　国内外から多数の来訪者が見込まれる「第３２回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）」（主催：（一社）日本航空宇宙学会、ＩＳＴＳ組織委員
会）を平成３１年度に本県で開催するため、福井市と協力して受入態勢の整備、周知・広報、県民機運の醸成を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

休止 □ 完了

（１）地元事業実行委員会の開催（４９２千円）
　　　　大会開催に合わせて実施する地元主催事業の内容の検討および実施、ISTS組織委員会への提案を行う。
　　　　　開催回数：３回（年度当初、中間、年度末）
　　　　　メンバー：県、福井市、大学、産業関連団体、教育関係者　等
　　　　　内　　容：地元開催事業（宇宙産業振興、サイエンス教育、県民への啓発）、大会実施に必要な諸事業の検討
（２）ＩＳＴＳ福井大会広報ホームページ構築（８８２千円）
　　　　ＩＳＴＳ福井大会の周知・広報を行い、ＩＳＴＳ福井大会への参加を促す。
（３）ジュニアＩＳＴＳ（２１５千円）
　　　　県内企業・大学等と連携し、県内小中高生を対象に、工場や研究施設の見学などの学習講座を開催する。
（４）宇宙産業啓発セミナー事業（３，０４４千円）
　　　　「宇宙博ｉｎふくい」およびJAXA職員セミナー、ＪＡＸＡタウンミーティングを開催する。

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５０企業

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

1,820

1,496

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(20) (35) (50)

11 25 43 51

(500)

□ 無

■ 有

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外

H31

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、負担金 補 助 金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他補助率

県、ＩＳＴＳ福井大会地元事業実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

国庫、その他財源の名称等

予算額

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

宇宙産業創出研究会の参画企業数

実績

4,633 2,316 2,317 地方創生推進交付金

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催推進事業

当 初 予 算 額 の 推 移 4,633

地元事業の実施による予算額増２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
宇宙分野へ参入する
県内企業数

(目標) (55)

他県の状況

【１】愛媛県
    第３１回愛媛・松山大会［開催期間：H29.6.3～9］
   　　H28～29予算額：12,337千円（県負担分）

【２】兵庫県
　　第３０回兵庫・神戸大会［開催期間：H27.7.4～10］
　　 　H25～27予算額：20,000千円（県負担分）  等

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

　県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援すると
ともに、衛星から取得したデータについて防災監視分野や農業分野な
どへの活用や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよ
う教育に役立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標
展示会来場者、イベント
参加者数

(目標) (500) 出展する展示会ブースの来場者
主催する宇宙に関するイベント等の参加者

実績

・県民衛星プロジェクト支援事業
・宇宙産業参入促進事業
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 若者の熱意と行動力を結集

［事業目的］

　大学での研究成果や学生の斬新なアイディアを活かした起業へのチャレンジを応援する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

◆福井県産業情報センターに入居して起業を行う県内学生に対し、活動経費等を助成する。
（１）会社設立にかかる経費の支援（４５０千円）
（２）産業情報センター（スタートアップエリア）入居費の支援（６００千円）
（３）福井県公設試使用料等の支援（１，８００千円）

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

起業する学生等 ３人

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ □ H30 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

□ 無

■ 有

学生ベンチャー・チャレンジ応援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 （公財）ふくい産業支援センター
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

2,850 2,850

定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 2,850

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

産業情報センターによる
助成件数

(目標) (3)
学生の県産業情報センター入居状況（H29：１件）

実績

　県産業情報センターに入居し起業を目指す学生に対し、起業にかか
る経費助成と併せて、創業マネージャーによる事業所立ち上げや経営
に関するサポートを行い、研究成果や斬新なアイディアのビジネス化
を支援していく。

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

活動指標
産業情報センターによる
学生等のイベント等参加
者数

(目標) (30)
ハッカソン等のイベントへの学生の参加者数

実績

なし

事業名 ふくい創業者育成プロジェクト事業

（役割分担）
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課長名

■ ■ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

福井しあわせ健康産業創出支援事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 一部内 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H32

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　県民の疾病予防による健康寿命（健康で自立して暮らすことができる期間）の延伸や医療・介護体制の充実による介護負担の軽減につながる「福井しあわせ健康産
業」を創出するため、県内企業の技術力と医療・介護・健康分野の現場ニーズを組み合わせて、マッチングと販路開拓の支援を行う。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

Ⅰ医療・介護産業創出支援事業
　（１）医療・介護現場や大手企業とのマッチング支援（３，３５４千円）
　　　①現場ニーズと県内企業のシーズの情報交流会
　　　②医療・介護等現場見学会
　　　③国内医療機器製造販売企業と県内企業のビジネスマッチング支援
　　　④大手医療機器メーカーとの個別マッチング会
　（２）福井しあわせ健康産業創出支援事業補助金（３，０００千円）
　　　①現場ニーズの実証化補助［補助率１／２、上限５００千円×４件］
　　　②学会・医療展示会への出展補助［補助率１／２、上限２００千円×５件］
　（３）北陸ライフサイエンスクラスター形成事業フォローアップ（３００千円）

Ⅱ福井しあわせ健康産業協議会開催事業
　（１）福井しあわせ健康産業協議会開催事業（１，９９７千円）

［受益者］ 県内ものづくり企業 ［想定される受益者数］ ７６６企業

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

・平成２９年１０月に「福井しあわせ健康産業協議会」を設立し、
県内ものづくり企業と医療・介護従事者の連携や協力の体制づくり
を行った。
・県内企業の展示商談会を実施し、約４０件の商談をセッティン
グ。（内継続案件は１８件）

・新規の掲載希望者が減ってきた「ふくいメディカルカタ
ログ」の作成を廃止。
・補助金制度の見直し（実証化補助0千円→2,000千円、出
展補助3,000千円→1,000千円）

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 1,604

□ 拡充 ■
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課長名

■ ■ H25 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 6 年

(諸)

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

17,985 17,968 15,506 10,255

12,832 14,758 11,991 8,874

10,719 12,082 11,991

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(12) (12) (12) (12)

12 12 12

(12) (12) (12) (26)

6 11 8

■ 無

□ 有

福井しあわせ健康産業創出支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 県、県内企業
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 一部内

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託、補助 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

8,651 4,325 412 3,914 地方創生推進交付金、出展料企業負担金、保険料被保険者負担金

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 8,651
・「福井しあわせ健康産業協議会」の設置に伴う運営費および顧問配置の費用を計上
・「ふくいメディカルカタログ」の作成を廃止
・補助金制度の見直し（実証化補助0千円→2,000千円、出展補助3,000千円→1,000千円）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
医療学会への出展支援等
による商品化数

(目標) (12)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

・補助金の補助限度額の変更
・HOSPEXへの共同出展から東京都文京区本郷地域での展示商談会開催への変更

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
全国の次世代ヘルスケア産業協議会設立数３７件（Ｈ３０．２月末現
在）

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
医療学会、医療機器展示
会への出展支援件数

(目標) (26)
本郷展示商談会への出展20件、補助金による出展支援6件

実績
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課長名

■ ■ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

宇宙産業創出支援事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　一貫した衛星試験環境を有する工業技術センターにおいて、県外大学・企業が行う衛星製造試験の実施を促進するよう環境を整備し、日本有数の小型人工衛星製造
試験拠点化を図る。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

（１）宇宙産業の現状の課題把握・情報収集、研究会ＷＧによる共同研究開発（１，４９１千円）
　　・ふくい宇宙産業創出研究会の運営
　　・各研究ＷＧの運営（４ＷＧ）
（２）衛星製造技術の確立（１，５００千円）
　　・超小型人工衛星の製造現場へ県内企業の技術者を派遣し、衛星製造受注に向けた技術確立を支援（補助金）
　　　　　補助対象者 　　製造業を主業とする県内の企業
　　　　　補助対象経費 　派遣職員に対する派遣期間内の交通費・宿泊費
　　　　　補助率 　　　　１／２
（３）大学研究室等と連携した宇宙産業人材育成事業（４，０００千円）
（４）長期滞在型試験に対応した試験設備（２，７９６千円）

［受益者］ 県内企業等 ［想定される受益者数］ ５０企業・大学

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

　小型人工衛星製造試験拠点化を図るため、長期滞在型試
験に対応した施設を整備するとともに、県外大学等との技
術交流を図る

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

　各種セミナーの開催、WG活動などにより、宇宙産業への参入を企
業に働きかけ、成果指標を達成した。

□ 完了

■ 拡充
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課長名

■ ■ H28 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

16,027 3,900

11,512 3,159

10,732

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

(20) (35) (50)

11 25 43

(12) (12)

7

□ 無

■ 有

宇宙産業創出支援事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、補助 補 助 金 H32

補助率

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

国庫、その他財源の名称等

予算額

9,787 4,893 4,894 地方創生推進交付金

1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 9,787

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 衛星製造拠点化に向けた施設整備や県外大学等への旅費支援の実施

成果指標
宇宙産業へ参入する県内
企業数

(目標)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

平成２８年度は衛星製造設備の導入を実施。
平成２９年度は設備導入を行わず、県外大学等への衛星製造技術習得のための旅費補助を減額

宇宙産業創出研究会の参画企業数
(55)

他県の状況 なし
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

　県内企業が中心となって行う県民衛星の開発・打上げを支援すると
ともに、衛星から取得したデータについて防災監視分野や農業分野な
どへの活用や、県内の子どもたちが宇宙科学に関心を持ってもらうよ
う教育に役立てるなど、様々な行政分野に活用を図る。

活動指標 研究会ＷＧの開催回数
(目標)

実績

・県民衛星プロジェクト支援事業
・宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ＩＳＴＳ）開催推進事業

(12)
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ロボット導入支援事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H32

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 革新と創造で伸びゆく福井の企業

［事業目的］

　工業技術センターにおいて、ロボットシステムの企画・構築・運用等の指導を行うことにより、生産性の維持・向上が困難な状況にある県内企業の生産現場へのロ
ボット導入を促進する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な産業
関連する県の計画等 〔 福井経済新戦略

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３０年度の変更点 事業評価

（１）ロボット研究開発拠点運営費
　　　①顧問の配置（１，５７３千円）
　　　　ロボット導入を検討している県内企業を巡回し、システム設計の相談や運用の指導等を行う。
　　　②ロボット研究開発拠点の広報用パンフレット作成（１４７千円）
　　　　ロボット研究開発拠点の概要や導入されている装置等の紹介、活用の方法を記載したパンフレットを作成する。
　　　③工業技術センター職員向けのロボット操作安全研修の実施（３６８千円）
　　　　県内の幅広い産業へのロボット導入支援に対応するため、複数のセンター職員がロボットを操作できるようにする。
　　　④工業技術センター職員のＳＩｅｒ養成研修　（１，０８０千円）
　　　　県内企業にロボットシステムの企画、構築、運用等ができる人材を育成するため、指導者となる工業技術センター職員が高度なロボットシステム関連の知識を習得する。

（２）県内企業に対するロボット操作研修（２，４９８千円）
　　　　県内のロボット導入を検討している企業に見学や各種ロボットの操作研修を実施し、ロボット関連技術の資質向上とロボットの普及を図る。

［受益者］ 県内ものづくり企業 ［想定される受益者数］ 105社（35社×3年）

前事業の有無・実績 市町との連携状況 なし

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H30 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

［成果指標等の推移］

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

■ 無

□ 有

ロボット導入支援事業

部局名 産業労働部 課名 新産業創出課 西澤弘純

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営、委託 補 助 金 H32

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

5,666 2,833 2,833 地方創生推進交付金

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３０年度 実績等を踏まえた３０年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 5,666

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
県内企業へのロボット導
入数

(目標) (15)

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
・神奈川県相模原市でさがみはらロボット導入センターが稼働中
・岐阜県各務原市でロボットＳＩセンターを整備中（Ｈ３０．４稼働予
定）

関連事業の有無・
役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標
県内企業へのロボット活
用指導数

(目標) (35)
工技センターロボット担当者７名×５社

実績
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